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用に対して， Lagrange 解析手法に導入するためのモデリングが必要となる。本論文は， Lagrange 解析手法の固液
系流動への適用性の確認，およびその固体粒子間相互作用のモデリングに関する基礎的検討を行うため，水平管内高
濃度固液二相流の流動解析，および流体中の国体間衝突問題に対する直接数値解析を行ったものである。本論文は全
7 章から構成されている O 以下に各章の概要を示す。
第 1 章では，本研究の背景と関連する従来の研究について概観し，本研究の目的および、概要について述べている o





















第 6 章では第 5 章と同様の手法を用いた流体中の固体球と壁面の衝突挙動に関する 3 次元直接数値解析を行ってい
る。ここでは壁面近傍で固体球に作用する流体力に関して既存モデ、ノレの適用性などについて検討を行っており，粒子


















流の観点からの研究はほとんど行われていないのが現状である o このような観点から，固液二相流の Lagrange 的数
値解析を展開して行く上では，固液系流動への粒子追跡モデルの適用可能性について検討を行う必要があると同時に，
系を記述するこれらの構成式の確立のための基礎的理解が必要であると考えられる o
本論文では，従来囲気二相流解析で用いられている流動解析モデルの固液二相流への適用を通して
Lagrangian/Eulerian 手法の固液系への適用性の確認を行うと同時に，流体力学的国体間相互作用のモデリングに
関する検討を行うため，流体中の固体間衝突現象に関する直接数値解析を行っている。その成果を要約すると以下の
通りである o
1 )粒子追跡法を用いた水平管内高濃度固液流動の数値解析を行い，高濃度粒子群の非定常運動と搬送流体運動と
の相互作用の様子を再現し，国液系流動に対する Lagrange 的解析手法の適用性を確認しているo
2 )壁面近傍での固体円柱挙動と誘起される周囲流体運動の連成問題に対する直接数値解析を行い，円柱運動に影
響を及ぼす流体効果について応力レベルでの検討を行った結果，円柱の非定常運動の影響を明らかにするなど，
流体力学的国体間相互作用のモデリングに関して有用な知見を得ている。
3 )流体中の固体球の壁面への接近問題に関する数値解析を行い，壁面近傍での粒子運動が，解析解で与えられる
複数の定常および非定常流体力モデルによって表し得ることを示しており，流体中の固体粒子相互作用モデル
構築に対する指針を得ているo
以上のように本論文は， Lagrange 的解析手法による固液二相流の流動予測および固体粒子に作用する流体力学的
相互作用のモデリングに関して多くの有用な結果を得ており，流体力学の分野に寄与するところが大きし、。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める o
? ?
